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所在地 高松市新田町１１４４番地３

自己評価作成日 令和　３　年　１０　月　２４　日 評価結果市町村受理日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3790100402
自然に囲まれた穏やかな雰囲気の中で、入居者様ひとりひとりのペースでゆっくり生活してい
ただいている。敷地内に地域の方が気軽に入って来られる雰囲気になっている。グループ
ホームらく楽新田だけでなく、グループ内のクリニック（内科・外科・泌尿器科・リハビリテーショ
ン科）、歯科、保育園、幼稚園、住宅型有料老人ホーム、デイサービス、訪問介護事業所、本
社等と協力しながら運営されている。

法人名 有限会社　ＥＡＳＴ

事業所名 グループホーム　らく楽新田

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/37/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3790100402-00&ServiceCd=320&Type=search
ほんわり、やんわりの区長さんと新任のしっかりした区長さんとのコンビネーションが職員を引き立てている。なかで
も、１階と２階の問題点の差はあっても、職員の有給も取りやすく、区長さんに報告連絡が様々であっても、２人のア
クティブな行動で、職員が何でも言える関係を保て、利用者もまったり、もったりと雰囲気を醸し出している。職員が
「ここは私の家なんです」というぐらい我が家化している。スタッフの看護師も他界した両親の代わりに利用者さんに
「恩返しをさせていただいている」「とても楽しい」と発して、医療に関しても責任を持って、アナログ的な実践につな
げている。外出に関しても、身近にある桜の木の下までの坂〔桜坂〕の上り下りが日常として行われ、付き合う区長
さんも何度も何度も行くことで、嫌と言えない、言葉に出せない苦しい対応をして、一緒にお付き合いをしているの
が、とても柔らかく好感度が高い。本部は、それを自由にできるように見守り、バックアップ体制が整い、利用者がや
すらぎを求め、喜びを持てる生活に導き、その姿がリビングの節々に穏やかに漂っていた。

評価機関名 有限会社アウルメディカルサービス

所在地 岡山市北区岩井二丁目2-18

訪問調査日 令和　３　年　１１　月　２２　日

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が
見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努めて
いる

自
己

外
部

項　　目
外部評価

地区の方や家族を招待して、「らく楽新田
まつり」を開催している。近所の方が子供を
連れて、敷地内で昆虫採集をしたり、敷地
内を近道として通行されている。花などを
届てくださる。

2ヶ月に1度開催している。民生委員、地域包括支援
センターの方が参加され、状況報告、意見交換を行っ
ている。議事録を回覧し、職員全体に周知しｻｰﾋﾞｽ向
上に活かしている。現状、コロナの影響で書面をお送
りしている。意見等は電話で聞いている。書面で頂く
こともある。

コロナ前は、地域コミュニティーや農協との交流が
あり、小学校の運動会にも参加した。現在はGHの
隣の道に児童が通ったり、犬の散歩をしたりして
いる人と挨拶を交わす。散歩中の人がお花をくれ
たこともあった。近隣の住民がお話好きで、話すこ
ともしばしばある。

現在は、書面でのやり取りで開催している。その
後、電話をして意見を聞き、手紙での返信もあっ
た。カレンダーを持参し、顔を合わせることで、近
況報告を行うことができている。イベント紹介や慰
問の方の情報を得ることができた。

情報公開をしている。実践報告を通しての
指導もある。また、本部から市へ取り組み
状況を連絡するシステムがある。

本部に頼るだけでなく、自らも一緒に縁を
作ってみてはいかがでしょうか？

身体拘束は行っていない。エレベーターの
施錠を行っていないので、時に２階に行か
れる入居者もいるが、連携を取って対応し
ている。職員の勉強会で研修を実施してい
る。

施設での年に１度の祭りを開催、今年度、
コロナの影響で家族、近隣、ボランティアの
参加がなかたがらく楽のカレンダー地域住
民や家族の方々との交流を心がけている。

近隣の施設や官公庁〔消防や警察〕に報
告書や作品を持っていき、縁繋ぎをするこ
とで、コロナ終焉後に縁を活性化させるの
は、いかがでしょうか？

施設内の玄関、事務室等に掲示。毎朝、申
し送り時に理念を唱和し、自覚と共有を図
り、チームワーク介護の向上を目指す。

玄関、事務所、応接間にも掲示している。毎朝唱
和することで、チームワークをより一層深められる
ようにしている。コンパクトの冊子を携帯している
ので、いつでも確認することができる。

新聞等で、虐待や事故のニュースがあった
時には、話題にして注意喚起している。職
員の勉強会で研修を実施している。

基本的なことは、本部が窓口となっているが、介
護申請や生活保護に関する事項はGHのケアマネ
が訪問している。本部の職員が定期的に事業所
に訪問した際に、情報交換をしている。

安全面に配慮して、施錠は玄関と階段のみ。エレ
ベーターの施錠はなく利用者は１階と２階を自由
に行き来できるようにしている。各ユニットごとの
課題をまとめた後、本部を交えた業務改善会議を
開催している。スピーチロックの勉強会も実施し
た。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させ
ている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を
通じて、サービスの質を向上させていく取り組みをして
いる

職員を香川県認知症介護実践研修等の外
部研修に積極的に参加させている。日常
生活自立支援事業や成年後見制度につい
て勉強している。

職員通しで注意喚起ができる様な雰囲気
作りをし、お互いが高めあえる様な意識を
持って業務ができる様に指導している。

職員を香川県認知症介護実践研修等の外
部研修に積極的に参加させて、他の事業
所職員と交流する機会を設けている。他の
事業所から入居者の紹介をいただく事もあ
る。

職員会議や職員用の意見箱を設置し、現
場の職員の意見を十分に聞き職員の声に
耳を傾け、活かすことで、働く意欲の向上
や質を行っている。また意見の出やすいよ
うな雰囲気作りに努めている。

職員のやりたい業務や改善点を会議で話
し合い、実現可能か優先順位等を考慮し、
できるものは、しっかりと話し合い取り組ん
でいる。

契約時には、ご本人、ご家族に重要事項説明
書を一緒に見ていただきながら、十分な説明を
行って、理解していただいている。契約後の質
問にも対応している。改定の場合は、面会時や
サービス担当者会議等で説明を行っている。

施設へ直接、言いにくい事があると思われ
るので、意見箱を設置している。意見･不
満・苦情を聞き前向きに生かすようにして
いる。

いいことも悪いこともすべて家族には話している。
区長、ケアマネが相談して、入居前にどのような
暮らしをしていたかを把握し、要望をできるだけ叶
えられるようにしている。家族の意見は電話で聞
いている。

意見箱を設置し、意見を言いやすいようにしてい
る。区長には、日常会話からプライベートまで意見
が出て、どれが本物かわからないくらいの情報が
入ってくる。区長は、ほんわり、やんわりと対処に
時間をかけている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

入居時に、ご本人の趣味や一番輝いてい
た時代等についての情報を家族から聞き
取っている。家族の面会時に、施設での生
活状況について、説明している。

携帯電話は持たれ、自分で自由に通話し
ている人がいる。又、自分では掛けられな
い人もいるが、職員が、家族の同意を得
て、履歴をチェックし、掛けても良い方には
掛け直している。

本人の状態把握の為に、しっかりと状況把
握ができる様にし、職員通しで意見を持ち
寄り、申し送り等で話し合い、より良い援助
ができる様にしている。

洗濯物たたみや食器洗い、机の上を拭く
等、入居者に負担の掛からない様なお手
伝いをしていただいている。

入所前に面談をし、ご本人の状態把握をし
ている。ご本人、ご家族、病院、事業所等
に意見を聞き、実現できる事、できない事
をしっかりと説明する事で、信頼関係を
作っている。

入所前に、ご本人、ご家族等の希望を聞
き、受け止めながら、関係を築く事に努め
ている。

現在は、本部の人や、ドクター、掃除の業者が馴
染みの人になっている。目の前にある旧施設の坂
が馴染みの場になり、何度も登っていく利用者も
いる。春には桜が満開となり、みかん、琵琶が手
招きしている。インドの人との挨拶を交わすように
なった。ロバのパンの販売がくることもある。

入居者ひとりひとりのできる事、できない事
を理解して、レクリエーションを行っている。
又、他のユニットの入居者との交流が持て
るようにしている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、こ
れまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

利用者の状態を全職員が把握できるよう、
情報共有を行っている。又、排泄介助、入
浴介助時等に、普段と変わった点があれ
ば、報告連絡を行い対応している。

入居者の普段の生活から、意向を読み取
れるようにしている。家族様の面会時に希
望や意向を聞くようにしている。

普段の生活の中でのちょっとした発言の中
の「本人の思い」を見逃さないようにしてい
る。家族が面会に来られた時には、「こん
な感じに生活したいのではないか」を確認
する様にしている。

本人、家族に利用者のそれまでの暮らし、
一番輝いていた時期等を聞いて、参考にさ
せていただいている。

現在の所は、サービス利用（契約）が終了
の理由は死亡退所である。他の事業所に
移動される場合は、相談や支援に努めま
す。

しゃべらない人に、質問すると手を叩いてくれた
り、「はい。はい。」と返事をしてくれたり、気に入ら
ないことがあれば、表情が「ギッッー」となったりす
るので、そこから気持ちを読み取り、想像してい
る。家族から要望を聞くこともある。

入居前、入居後２週間、何もなければ半年ごとで、
何かあればその都度見直しをしている。モニタリン
グは３か月に１回実施。家族、利用者、看護師、ド
クターの意見も参考にしている。

介護記録に毎日の状態を記録している。ケ
アプランは状態変化に応じた随時の見直し
を行っている。

家族等の協力を得て、外出、外食の機会を
作っていただいている。近隣の人も呼ん
で、「新田マルシェ」等を開催している。気
候の良い時期には、敷地内での散歩を
行っている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるように
支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、又、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている

往診に同行してくれる看護師や歯科衛生
士との連携を図り、体調不良時には、看護
師を通して主治医に相談している。

時に面会に行って、ご本人、病院関係者と
面談している。できるだけ早く退院の受け
入れができるように、情報収集を行ってい
る。

運営推進会議に民生委員の参加がある。
消防・警察に協力を求めている。防災につ
いては、防災・避難訓練を行っている。

施設の主治医、又はかかりつけ医と連携を取り
ながら医療を受けられるよう支援している。施設
の主治医により毎週往診を実施している。かか
りつけ医の受診は、職員又は家族が同伴し、家
族同伴の場合は、家族から報告してもらってい
る。

区長が看護師なので、１週間に１回ドクターが訪
問してくれる際に、連携が取りやすい。ドクターに
対して要望がある場合には、意見を聞いてくれ
る。他科は職員が送迎することが多い。薬剤師が
先に来て説明してくれるので、ドクターの話が理解
しやすくなっている。

家族等に医療体制を説明し、同時に終末
医療についても話し合っている。利用者の
状態について主治医と連絡を常にとってい
る。

職員は、利用者の急変や事故発生時に備
えて、応急手当や初期対応やAEDの研修
を行っている。

消防訓練を行い、地域の消防団の方と連
携を取り協力体制を築いている。スプリン
クラーは設置済み。

年２回の消防訓練を昼夜想定で実施。事務所、廊
下に避難経路を貼っていて、連絡網は事務所に
掲示している。備蓄は水を保管している。

看取りはしていない。様態が変化した場合には、
家族、主治医と相談して、入院を優先的に進めて
いる。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援
している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

おやつは一種類だけでなく、選んでいただ
いている。レクリエーションも単一レクでな
く、その入居者に合わせたレクリエーション
を行う様にしている等、自己決定できる様
にしている。

体操やレクリエーションへの参加も強制せ
ず、本人の自主性に任せている。

職員を香川県認知症介護実践研修等の外
部研修に積極的に参加させて、認知症の
入居者への言葉かけや対応について勉強
を行っている。

呼称は、苗字に「さん」付けで呼んでいる。居室に
入る時は、必ずノックをする。今年度は、区長が
WEBの外部研修に参加した。２か月に１回、勉強
会を実施し、プライバシーについての意見交換を
している。他の職員のやり方(認識ロック)を共有し
ている。

嚥下状態に合わせ，摂取量が少しでも維
持できるように食事形態、食器、スプーン
等に工夫している。

食前に声掛けし、手洗い・うがいを行い、食
後にも声掛けし、自力及び介助にて口腔ケ
アを行っている。

男性はほぼ毎日ひげそりの声掛けをし、自
力でできない人は介助している。室温、季
節感を考慮して、その人のできる範囲での
おしゃれができる様にしている。

利用者の状態により、食事やおやつの下
膳及び食器洗いをしてくれる方もいる。

食事はケイタリング。１週間に１回(日曜日)はの昼
は、栄養士が考えたメニューの中から好きなもの
を選ぶようにしている。徳島からロバのパンが来ら
れるのが楽しみで、たこ焼き作りの際には、「これ
はわしが作ったもんじゃー」との楽しく過ごす利用
者の声が聞こえてきた。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や
排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んで
いる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわ
ずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。又、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と
協力しながら出かけられるように支援している

排泄の時間を確認しながら、トイレ誘導を
行っている。夜間おむつを使用しているの
は一名のみである。

好みの飲み物や、主食を粥などに変え水
分を取れるように工夫している。医師と相
談行い便秘薬なども服用してもらってい
る。

紙パンツから布パンツに戻った人もいる。夜間の
ポータブルトイレの使用はない。言葉かけを重視
し、トイレ誘導をすることで、パットの量を減らすこ
とができた。経済コストについても、考えていて、
家族とも話をするようにしている。「お薬塗るけん」
と誘導したこともある。

毎週、家族が迎えに来られ、外出、外食さ
れている入居者もいる。気候や体調を見な
がら、敷地内を散歩している。

薬は基本的に一包化し、朝食後、昼食前、
寝る前等刻印され、誤薬予防になってい
る。服薬状況を記録している。往診時に、
状態について主治医に報告している。

家族に電話したり、新聞を読んだり、塗り絵
をしたり、散歩に出かけたり、外出、外食、
洗濯物たたみ等で、気分転換を図ってい
る。

基本的な入浴の曜日は決まっているが、そ
の日の体調や本人の希望により、時間や
曜日の変更を行っている。機械浴の設備
がある。

施設でタイムスケジュールは決まっている
が、本人の体調、気分、希望により、自由
に過ごしていただいている。

週２～３回提供している。お湯は、源泉が流れて
いる。利用者の様態に合わせて機械浴の提出も
できる。基本、入浴を嫌がる人はいない。「入らん
でええけん。足だけ」「お薬塗らないけんけん。」と
誘導すると必ず入ってくれる。

施設の屋上から屋島、高松のシンボルタワーが一
望できる。洗濯物を干したり、体操することが日課
となっている。施設前にある坂を散歩することもあ
る。タブレットを活用し、昔の映像を流すことで、外
出した気分を味わうことができている。外出支援に
変わる、本社から出張デパート(洋服、お菓子)が
来てくれる。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺
激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生
活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような
工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」を活
かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよう
に工夫している

一番しっかりした方は、自分でお金をもち
たがらず、施設にすぐ預けられようとされ
る。預り金については、家族と相談をしな
がら対応している。

チェストの中身は、常に同じ種類の衣類を
入れて、戸惑いが無いようにしている。障
害物は取り除き、自身で行動しやすく、安
全に生活できるようにしている。

ホール内にソファーを設けたり、音楽鑑賞
できるよう配備している。外の景色が見れ
るようになっている。利用者同士で会話を
楽しんだり、一人で庭を眺めたりしている。

各部屋にはエアコン、チェスト、ギャッジベッド、
寝具を常備している。ベッドの位置は本人が心
地良く生活できるよう配置を決めている。本人
や家族と相談しながら、家族等の写真を置き、
居心地よく過ごせるような工夫をしている。

自分で携帯を持ち家族、友人に電話を掛
けている方もいる。又、事務所の電話を使
用して、かけている。家族へ手紙を書かれ
ている。

景色がいつでも眺められるように作られて
おり、窓から季節の花が見え田植えの時
期などかえるの声が聞こえる等、季節を感
じられる。ベランダで利用者と一緒に植物
を育てている。

玄関口は、扉が広くて車いすが入りやすく、区長
が作った花や粘土の作品が迎え入れてくれる。使
い慣れた馴染みのタンスやラジオを持ち込んでい
る。敬老会の写真から笑顔の様子が窺えた。窓の
外からミカンの木が眺められて風情を感じられる。
晴れの日には眩しいくらいの光が差し込む。

リビングでは塗り絵を楽しんでいる利用者や、居
眠りをしたりTVを観たりして自分の時間を過ごして
いた。周りの田園風景や田んぼが一望でき、自然
を感じられるので、利用者の気持ちが落ち着き、
ゆっくりと過ごしていた。廊下に作品展と称し、利
用者の作った塗り絵を飾っていた。１週間に１回カ
ラオケ大会がある。
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令和 3 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○

○
○

○

○

所在地 高松市新田町１１４４番地３

自己評価作成日 令和　３　年　１１　月　６　日 評価結果市町村受理日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3790100402

利用者様はそれぞれ違う人生を歩んで来られていますが、家族様にも協力していただき、こ
のグループホームで自分らしく、安心した生活でき、毎日楽しく過ごせるよう様々なイベントや
活動を支援しています。

法人名 有限会社　ＥＡＳＴ

事業所名 グループホーム　らく楽新田

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/37/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3790100402-00&ServiceCd=320&Type=search
ほんわり、やんわりの区長さんと新任のしっかりした区長さんとのコンビネーションが職員を引き立てている。なかで
も、１階と２階の問題点の差はあっても、職員の有給も取りやすく、区長さんに報告連絡が様々であっても、２人のア
クティブな行動で、職員が何でも言える関係を保て、利用者もまったり、もったりと雰囲気を醸し出している。職員が
「ここは私の家なんです」というぐらい我が家化している。スタッフの看護師も他界した両親の代わりに利用者さんに
「恩返しをさせていただいている」「とても楽しい」と発して、医療に関しても責任を持って、アナログ的な実践につな
げている。外出に関しても、身近にある桜の木の下までの坂〔桜坂〕の上り下りが日常として行われ、付き合う区長
さんも何度も何度も行くことで、嫌と言えない、言葉に出せない苦しい対応をして、一緒にお付き合いをしているの
が、とても柔らかく好感度が高い。本部は、それを自由にできるように見守り、バックアップ体制が整い、利用者がや
すらぎを求め、喜びを持てる生活に導き、その姿がリビングの節々に穏やかに漂っていた。

評価機関名 有限会社アウルメディカルサービス

所在地 岡山市北区岩井二丁目2-18

訪問調査日 令和　３　年　１１　月　２２　日

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が
見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努めて
いる

施設での年に１度の祭りを開催、今年度、
コロナの影響で家族、近隣、ボランティアの
参加がなかたがらく楽のカレンダー地域住
民や家族の方々との交流を心がけている。

コロナ前は、地域コミュニティーや農協との交流が
あり、小学校の運動会にも参加した。現在はGHの
隣の道に児童が通ったり、犬の散歩をしたりして
いる人と挨拶を交わす。散歩中の人がお花をくれ
たこともあった。近隣の住民がお話好きで、話すこ
ともしばしばある。

近隣の施設や官公庁〔消防や警察〕に報
告書や作品を持っていき、縁繋ぎをするこ
とで、コロナ終焉後に縁を活性化させるの
は、いかがでしょうか？

地区の方や家族を招待して、「らく楽新田
まつり」を開催している。近所の方が子供を
連れて、敷地内で昆虫採集をしたり、敷地
内を近道として通行されている。花などを
届てくださる。

自
己

外
部

項　　目
外部評価

施設内の玄関、事務室等に掲示。毎朝、申
し送り時に理念を唱和し、自覚と共有を図
り、チームワーク介護の向上を目指す。

玄関、事務所、応接間にも掲示している。毎朝唱
和することで、チームワークをより一層深められる
ようにしている。コンパクトの冊子を携帯している
ので、いつでも確認することができる。

身体拘束は行っていない。エレベーターの
施錠を行っていないので、時に２階に行か
れる入居者もいるが、連携を取って対応し
ている。職員の勉強会で研修を実施してい
る。

安全面に配慮して、施錠は玄関と階段のみ。エレ
ベーターの施錠はなく利用者は１階と２階を自由
に行き来できるようにしている。各ユニットごとの
課題をまとめた後、本部を交えた業務改善会議を
開催している。スピーチロックの勉強会も実施し
た。

新聞等で、虐待や事故のニュースがあった
時には、話題にして注意喚起している。職
員の勉強会で研修を実施している。

2ヶ月に1度開催している。民生委員、地域包括支援
センターの方が参加され、状況報告、意見交換を行っ
ている。議事録を回覧し、職員全体に周知しｻｰﾋﾞｽ向
上に活かしている。現状、コロナの影響で書面をお送
りしている。意見等は電話で聞いている。書面で頂く
こともある。

現在は、書面でのやり取りで開催している。その
後、電話をして意見を聞き、手紙での返信もあっ
た。カレンダーを持参し、顔を合わせることで、近
況報告を行うことができている。イベント紹介や慰
問の方の情報を得ることができた。

情報公開をしている。実践報告を通しての
指導もある。また、本部から市へ取り組み
状況を連絡するシステムがある。

基本的なことは、本部が窓口となっているが、介
護申請や生活保護に関する事項はGHのケアマネ
が訪問している。本部の職員が定期的に事業所
に訪問した際に、情報交換をしている。

本部に頼るだけでなく、自らも一緒に縁を
作ってみてはいかがでしょうか？
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させ
ている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を
通じて、サービスの質を向上させていく取り組みをして
いる

施設へ直接、言いにくい事があると思われ
るので、意見箱を設置している。意見･不
満・苦情を聞き前向きに生かすようにして
いる。

いいことも悪いこともすべて家族には話している。
区長、ケアマネが相談して、入居前にどのような
暮らしをしていたかを把握し、要望をできるだけ叶
えられるようにしている。家族の意見は電話で聞
いている。

職員会議や職員用の意見箱を設置し、現
場の職員の意見を十分に聞き職員の声に
耳を傾け、活かすことで、働く意欲の向上
や質を行っている。また意見の出やすいよ
うな雰囲気作りに努めている。

意見箱を設置し、意見を言いやすいようにしてい
る。区長には、日常会話からプライベートまで意見
が出て、どれが本物かわからないくらいの情報が
入ってくる。区長は、ほんわり、やんわりと対処に
時間をかけている。

職員を香川県認知症介護実践研修等の外
部研修に積極的に参加させている。日常
生活自立支援事業や成年後見制度につい
て勉強している。

契約時には、ご本人、ご家族に重要事項説明
書を一緒に見ていただきながら、十分な説明を
行って、理解していただいている。契約後の質
問にも対応している。改定の場合は、面会時や
サービス担当者会議等で説明を行っている。

職員を香川県認知症介護実践研修等の外
部研修に積極的に参加させて、他の事業
所職員と交流する機会を設けている。他の
事業所から入居者の紹介をいただく事もあ
る。

職員のやりたい業務や改善点を会議で話
し合い、実現可能か優先順位等を考慮し、
できるものは、しっかりと話し合い取り組ん
でいる。

職員通しで注意喚起ができる様な雰囲気
作りをし、お互いが高めあえる様な意識を
持って業務ができる様に指導している。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

入所前に面談をし、ご本人の状態把握をし
ている。ご本人、ご家族、病院、事業所等
に意見を聞き、実現できる事、できない事
をしっかりと説明する事で、信頼関係を
作っている。

洗濯物たたみや食器洗い、机の上を拭く
等、入居者に負担の掛からない様なお手
伝いをしていただいている。

入居時に、ご本人の趣味や一番輝いてい
た時代等についての情報を家族から聞き
取っている。家族の面会時に、施設での生
活状況について、説明している。

入所前に、ご本人、ご家族等の希望を聞
き、受け止めながら、関係を築く事に努め
ている。

本人の状態把握の為に、しっかりと状況把
握ができる様にし、職員通しで意見を持ち
寄り、申し送り等で話し合い、より良い援助
ができる様にしている。

携帯電話は持たれ、自分で自由に通話し
ている人がいる。又、自分では掛けられな
い人もいるが、職員が、家族の同意を得
て、履歴をチェックし、掛けても良い方には
掛け直している。

現在は、本部の人や、ドクター、掃除の業者が馴
染みの人になっている。目の前にある旧施設の坂
が馴染みの場になり、何度も登っていく利用者も
いる。春には桜が満開となり、みかん、琵琶が手
招きしている。インドの人との挨拶を交わすように
なった。ロバのパンの販売がくることもある。

入居者ひとりひとりのできる事、できない事
を理解して、レクリエーションを行っている。
又、他のユニットの入居者との交流が持て
るようにしている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、こ
れまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

現在の所は、サービス利用（契約）が終了
の理由は死亡退所である。他の事業所に
移動される場合は、相談や支援に努めま
す。

普段の生活の中でのちょっとした発言の中
の「本人の思い」を見逃さないようにしてい
る。家族が面会に来られた時には、「こん
な感じに生活したいのではないか」を確認
する様にしている。

しゃべらない人に、質問すると手を叩いてくれた
り、「はい。はい。」と返事をしてくれたり、気に入ら
ないことがあれば、表情が「ギッッー」となったりす
るので、そこから気持ちを読み取り、想像してい
る。家族から要望を聞くこともある。

入居者の普段の生活から、意向を読み取
れるようにしている。家族様の面会時に希
望や意向を聞くようにしている。

入居前、入居後２週間、何もなければ半年ごとで、
何かあればその都度見直しをしている。モニタリン
グは３か月に１回実施。家族、利用者、看護師、ド
クターの意見も参考にしている。

介護記録に毎日の状態を記録している。ケ
アプランは状態変化に応じた随時の見直し
を行っている。

本人、家族に利用者のそれまでの暮らし、
一番輝いていた時期等を聞いて、参考にさ
せていただいている。

利用者の状態を全職員が把握できるよう、
情報共有を行っている。又、排泄介助、入
浴介助時等に、普段と変わった点があれ
ば、報告連絡を行い対応している。

家族等の協力を得て、外出、外食の機会を
作っていただいている。近隣の人も呼ん
で、「新田マルシェ」等を開催している。気
候の良い時期には、敷地内での散歩を
行っている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるように
支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、又、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている

施設の主治医、又はかかりつけ医と連携を取り
ながら医療を受けられるよう支援している。施設
の主治医により毎週往診を実施している。かか
りつけ医の受診は、職員又は家族が同伴し、家
族同伴の場合は、家族から報告してもらってい
る。

区長が看護師なので、１週間に１回ドクターが訪
問してくれる際に、連携が取りやすい。ドクターに
対して要望がある場合には、意見を聞いてくれ
る。他科は職員が送迎することが多い。薬剤師が
先に来て説明してくれるので、ドクターの話が理解
しやすくなっている。

往診に同行してくれる看護師や歯科衛生
士との連携を図り、体調不良時には、看護
師を通して主治医に相談している。

運営推進会議に民生委員の参加がある。
消防・警察に協力を求めている。防災につ
いては、防災・避難訓練を行っている。

職員は、利用者の急変や事故発生時に備
えて、応急手当や初期対応やAEDの研修
を行っている。

消防訓練を行い、地域の消防団の方と連
携を取り協力体制を築いている。スプリン
クラーは設置済み。

年２回の消防訓練を昼夜想定で実施。事務所、廊
下に避難経路を貼っていて、連絡網は事務所に
掲示している。備蓄は水を保管している。

時に面会に行って、ご本人、病院関係者と
面談している。できるだけ早く退院の受け
入れができるように、情報収集を行ってい
る。

家族等に医療体制を説明し、同時に終末
医療についても話し合っている。利用者の
状態について主治医と連絡を常にとってい
る。

看取りはしていない。様態が変化した場合には、
家族、主治医と相談して、入院を優先的に進めて
いる。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援
している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

体操やレクリエーションへの参加も強制せ
ず、本人の自主性に任せている。

男性はほぼ毎日ひげそりの声掛けをし、自
力でできない人は介助している。室温、季
節感を考慮して、その人のできる範囲での
おしゃれができる様にしている。

職員を香川県認知症介護実践研修等の外
部研修に積極的に参加させて、認知症の
入居者への言葉かけや対応について勉強
を行っている。

呼称は、苗字に「さん」付けで呼んでいる。居室に
入る時は、必ずノックをする。今年度は、区長が
WEBの外部研修に参加した。２か月に１回、勉強
会を実施し、プライバシーについての意見交換を
している。他の職員のやり方(認識ロック)を共有し
ている。

おやつは一種類だけでなく、選んでいただ
いている。レクリエーションも単一レクでな
く、その入居者に合わせたレクリエーション
を行う様にしている等、自己決定できる様
にしている。

食前に声掛けし、手洗い・うがいを行い、食
後にも声掛けし、自力及び介助にて口腔ケ
アを行っている。

毎週、食レクを行い、利用者様と旬の食材
を使った料理作りを楽しんでいる。

食事はケイタリング。１週間に１回(日曜日)はの昼
は、栄養士が考えたメニューの中から好きなもの
を選ぶようにしている。徳島からロバのパンが来ら
れるのが楽しみで、たこ焼き作りの際には、「これ
はわしが作ったもんじゃー」との楽しく過ごす利用
者の声が聞こえてきた。

嚥下状態に合わせ，摂取量が少ない方
は、維持できるように、一人ひとりの食べや
すい食事形態にし、食器、スプーン等に工
夫している。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や
排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んで
いる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわ
ずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。又、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と
協力しながら出かけられるように支援している

個々の排泄パターンを把握し、トイレでの
排泄を促し、定期的なトイレ誘導を行って
いる。

紙パンツから布パンツに戻った人もいる。夜間の
ポータブルトイレの使用はない。言葉かけを重視
し、トイレ誘導をすることで、パットの量を減らすこ
とができた。経済コストについても、考えていて、
家族とも話をするようにしている。「お薬塗るけん」
と誘導したこともある。

施設でタイムスケジュールは決まっている
が、本人の体調、気分、希望により、自由
に過ごしていただいている。

薬は基本的に一包化し、朝食後、昼食前、
寝る前等刻印され、誤薬予防になってい
る。服薬状況を記録している。往診時に、
状態について主治医に報告している。

好みの飲み物や、苦手な方はゼリー状に
したり、水分を取れるように工夫している。
医師と相談行い便秘薬なども服用しても
らっている。

基本的な入浴の曜日は決まっているが、そ
の日の体調や本人の希望により、時間や
曜日の変更を行っている。機械浴の設備
がある。

週２～３回提供している。お湯は、源泉が流れて
いる。利用者の様態に合わせて機械浴の提出も
できる。基本、入浴を嫌がる人はいない。「入らん
でええけん。足だけ」「お薬塗らないけんけん。」と
誘導すると必ず入ってくれる。

家族に電話したり、新聞を読んだり、塗り絵
をしたり、散歩に出かけたり、外出、外食、
洗濯物たたみ等で、気分転換を図ってい
る。

毎週、家族が迎えに来られ、外出、外食さ
れている入居者もいる。気候や体調を見な
がら、敷地内を散歩している。

施設の屋上から屋島、高松のシンボルタワーが一
望できる。洗濯物を干したり、体操することが日課
となっている。施設前にある坂を散歩することもあ
る。タブレットを活用し、昔の映像を流すことで、外
出した気分を味わうことができている。外出支援に
変わる、本社から出張デパート(洋服、お菓子)が
来てくれる。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺
激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生
活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような
工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」を活
かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよう
に工夫している

一番しっかりした方は、自分でお金をもち
たがらず、施設にすぐ預けられようとされ
る。預り金については、家族と相談をしな
がら対応している。

自分で携帯を持ち家族、友人に電話を掛
けている方もいる。又、事務所の電話を使
用して、かけている。家族へ手紙を書かれ
ている。

各部屋にはエアコン、チェスト、ギャッジベッド、
寝具を常備している。ベッドの位置は本人が心
地良く生活できるよう配置を決めている。本人
や家族と相談しながら、家族等の写真を置き、
居心地よく過ごせるような工夫をしている。

玄関口は、扉が広くて車いすが入りやすく、区長
が作った花や粘土の作品が迎え入れてくれる。使
い慣れた馴染みのタンスやラジオを持ち込んでい
る。敬老会の写真から笑顔の様子が窺えた。窓の
外からミカンの木が眺められて風情を感じられる。
晴れの日には眩しいくらいの光が差し込む。

タンスの中身は、常に同じ種類の衣類を入
れて、戸惑いが無いようにしている。障害
物は取り除き、自身で行動しやすく、安全
に生活できるようにしている。

景色がいつでも眺められるように作られて
おり、窓から季節の花が見え田植えの時
期などかえるの声が聞こえる等、季節を感
じられる。ベランダで利用者と一緒に植物
を育てている。

リビングでは塗り絵を楽しんでいる利用者や、居
眠りをしたりTVを観たりして自分の時間を過ごして
いた。周りの田園風景や田んぼが一望でき、自然
を感じられるので、利用者の気持ちが落ち着き、
ゆっくりと過ごしていた。廊下に作品展と称し、利
用者の作った塗り絵を飾っていた。１週間に１回カ
ラオケ大会がある。

ホール内にソファーを設けたり、音楽鑑賞
できるよう配備している。外の景色が見れ
るようになっている。利用者同士で会話を
楽しんだり、一人で庭を眺めたりしている。
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